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　五つの「文型」としては最後になります。そして一番重要な文型「第５文型」について
考えておきましょう。この文型には必要な主要素が４種類全て登場することになります。
　それだけ重要ですが，基本的な考え方さえ理解してしまえばさほど難しさはありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（五文型）
⑴　第５文型　Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｃ　（主語＋述語動詞＋目的語＋補語）
　冒頭でもご紹介しましたように，この文型には主要素が全て登場します。大切な点は次
の点です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「目的語＋補語」の関係が『主部＋述部』
　具体例で検討してみましょうか。
　⒜Ｉ　ｆｏｕｎｄ　ｔｈｅ　ｂｏｏｋ　ｅａｓｙ．
　　Ｓ　　　Ｖ　　　　　　Ｏ　　　　　　 Ｃ
　この文で最後の語，ｅａｓｙは形容詞（簡単な，易しい）です。形容詞が単独でポツン
と置かれている場合には即『補語』と考えて下さい。目的語と補語の部分に焦点を当てて
ゆきますよ。主部，述部という用語は確認しておいて下さい（⇨英語教室第２号）。　　　
　⒝
 ｔｈｅ　ｂｏｏｋ

 ｅａｓｙ


　　　　　主　　部　　　　述　　部
　「主部」は概略「主語」と考えてよいのですからさほど問題はありません。「述部」は
「述語動詞（Ｖ）から最後までの部分」でした。ところが⒝の

で囲まれた部分には，





述語動詞（いわゆる動詞）がありません。「主語＋□＋形容詞」の形で用いるためには，
□の部分にはｂｅ動詞が必要になります。そのために⒝’のように考える必要があります。
　⒝’ｔｈｅ　ｂｏｏｋ　ｗａｓ　ｅａｓｙ　（その本は易しかった）
　最終的に⒜の文の意味は「私はその本は易しいことがわかった」⇨「その本を読んでみ
たら易しかった」となるのです。では⒞の意味は？
　⒞Ｉ　ｆｏｕｎｄ　ｔｈｅ　ｂｏｏｋ　ｅａｓｉｌｙ．
　最後の語，ｅａｓｉｌｙは「副詞」です。「簡単に，たやすく」の意味です。「副詞」
は動詞や形容詞などを修飾する語です。この場合は動詞，ｆｏｕｎｄを修飾することにな
ります。したがって「私はその本を簡単に見つけた」となるのです。
　品詞が違うだけで文の構造が異なります。当然理解の仕方も異なってくるのです。
　他の例で確認しましょう。
　⒟Ｗｅ　ｃａｌｌ　ｔｈｅ　ｒｉｖｅｒ　‘Ｔｈｅ　Ｏｌｄ　Ｍａｎ．’
　　 Ｓ　　　Ｖ　　　　　　Ｏ　　　　　　　　　　　Ｃ　
　ここでは，ｔｈｅ　ｒｉｖｅｒ＝Ｔｈｅ　Ｏｌｄ　Ｍａｎと考えます。その川の愛称が
「オールド・マン」ということです。「私達はその川をオールド・マンと呼ぶ」の意味。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
⑴Ｙｏｕ　ｍｕｓｔ　ｋｅｅｐ　ｔｈｅ　ｄｏｏｒ　ｃｌｏｓｅｄ．（文法教材より）
　　Ｓ　　　　　 Ｖ　　　　　　　　　Ｏ　　　　　　　Ｃ　　
　（ドアを閉めたままにしておかなければなりません）
　生徒は次のようなミスをしがちです。
　⇨×Ｙｏｕ　ｍｕｓｔ　ｋｅｅｐ　ｃｌｏｓｅｄ　ｔｈｅ　ｄｏｏｒ．
　下線部の語順に注目して下さい。この語順のミスは「ドアを閉める」という語順を理解
していることが原因で出現したと考えられます。さらに，ｋｅｅｐ（～を保持する）は他
動詞ですから目的語である名詞か代名詞を直後に取る必要がありますが，しかし残念なが
らｃｌｏｓｅｄは目的語ではありません。仮に動詞の過去形だと考えたとしてもおかしい
ことに気づきます。ｍｕｓｔ　ｋｅｅｐ（現在）が述語動詞なのですから，さらにその直
後に動詞の過去形を続けるということはナンセンス極まりないことになります。大切な次
のことが忘れ去られていることになるのです。　
　　●一つの文の中には，明確な時制を表す動詞はただ１つのみ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ドアに焦点をあててみましょう。ドアに意志があって「ドアが何かを閉める」ことはあ
りえません。「ドアは誰かによって閉められる」のです。つまり受動態の形が用いられる
わけです。そこで⑴のような語順で用いることによって「目的語＋補語」の関係を『主部
＋述部』の関係で捕らえ直す必要があるのです。
　⑴’ｔｈｅ　ｄｏｏｒ　ｉｓ　ｃｌｏｓｅｄ　　（主部＋述部です）
　⑴のｃｌｏｓｅｄは，過去分詞形だったことになりますね。
⑵ You  will find the earth (truly) unique and precious.       
　　Ｓ　　　　Ｖ　　　　Ｏ　　　　 (M)　　　　　　Ｃ　　　　　　　　　　
　この文の意味は「地球が本当にかけがえのない貴重なものであることがわかるだろう」
となります。「目的語＋補語」の部分はあくまでも『主部＋述部』です。⑵’のように考
える必要があるのですよ。
⑵’Ｔｈｅ　ｅａｒｔｈ　ｉｓ　ｕｎｉｑｕｅ　ａｎｄ　ｐｒｅｃｉｏｕｓ．
　　　　主　　部　　　　　　　　　　　　述　　　　部　
●最後に，ｆｉｎｄという動詞について一言。次の順序で意味をあてはめましょう。　
　①「（～が・・・だと）わかる」（第５文型）　②「～を見つける」（第３文型）
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　前号までで「文型」というものについて，動詞というものについて検討してきました。
ここで一通りまとめをしておきます。また，５つの文型だけでは不十分であることも何度
か付け加えてきました。それらについてもまとめてご披露しておきます。
ＰＡＲＴ　Ⅰ（五文型のまとめ）
⑴　述語動詞について
　「述語動詞（Ｖ）」は，目的語を必要とするか否かによって「自動詞」（目的語を必要
としない動詞）と「他動詞」（目的語を必要とする動詞）とに分類することができました。
さらに「補語」をとらないと，文全体の意味が不十分になる場合には，補語を補っておか
なければならないことも触れました。そして，補語を必要としない動詞のことを「完全動
詞」，必要とする動詞を「不完全動詞」と呼びます。これらをまとめると以下のように分
類できます。　　　　
　①（述語）動詞

自動詞　（目的語をとらない動詞）










他動詞　（目的語を必要とする動詞）





　②　自動詞

完全自動詞　（補語をとらない自動詞）










不完全自動詞（補語を必要とする自動詞）





　③　他動詞

完全他動詞　（補語をとらない自動詞）










不完全他動詞（補語を必要とする自動詞）　　





　これらを巧みに組み合わせると以下のような表が出来上がります。
　






完全自動詞

（Ｓ＋Ｖ）

 第１文型













 動詞

自動詞














不完全自動詞

（Ｓ＋Ｖ＋Ｃ）

 第２文型






















完全他動詞

（Ｓ＋Ｖ＋Ｏ）

 第３文型






















他動詞
 完全他動詞（授与動詞）

（Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｏ）

 第４文型





















不完全他動詞

（Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｃ）

 第５文型
















　いかがですか？「文型」とよんでいたものが，実は動詞の分類による結果であることが
お分かりいただけるのではないでしょうか？
⑵　文型の不備（発展編）
　ところで以下の２つの英文は，５つの文型には属さないものです。そして従来の文型に
当てはめようとすると無理が生じる文です。
　⒜Ｍｙ　ｍｏｔｈｅｒ　ｉｓ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｋｉｔｃｈｅｎ．　
　　　　　　Ｓ　　　　　 Ｖ　　　　　　　（Ｍ）　　
　　（母は台所にいます）
　⒝Ｈｅ　ｐｕｔ　ｔｈｅ　ｂｏｏｋ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｔａｂｌｅ．
　　 Ｓ　 　Ｖ　　　　　Ｏ　　　　　　　　（Ｍ）　
　　（彼は本をテーブルに置いた）
　これまでの「文型」にあてはめるとすれば，⒜は第１文型（Ｓ＋Ｖ）に，⒝は第３文型
に属することになります。これは修飾語〔前置詞＋名詞〕（Ｍ）を削除して考えた結果な
のです。しかし，です。Ｍを削除した以下の文では，意味が不十分です。
　⒜’？Ｍｙ　ｍｏｔｈｅｒ　ｉｓ．　　⒝’？Ｈｅ　ｐｕｔ　ｔｈｅ　ｂｏｏｋ．
　それぞれ，『場所を示す副詞句』がどうしても必要になるのです。でも従来の「文型」
ではどうしても削除されてしまい，第１，第３文型になってしまう。矛盾が生じます。
　そこで『場所を示す副詞句』をＡ〔副詞をＡＤＶＥＲＢ：アﾄﾞﾊﾞｰｳﾞといいます〕と表示し，
⒜をＳ＋Ｖ＋Ａ，⒝をＳ＋Ｖ＋Ｏ＋Ａとし，従来の５つの文型にこの２つを加え，７つの
文型が必要だとする考えがあります。もちろん５つの文型で大部分がカバーできるので，
学校ではとくに扱うことはありません。みなさんは「５つでは不十分なのだ」ということ
がご理解できれば結構です。（注：ａｄｖｅｒｂはａｄ（加える）＋ｖｅｒｂ（動詞）の
こと。つまり「動詞」に付加する働きを持つ語のことです〔動詞を修飾する語〕）
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　
●ｅａｃｈ　ｏｔｈｅｒの使い方
　「お互い」という意味で用いられます。同類の表現にｏｎｅ　ａｎｏｔｈｅｒという表
現もあります。原則として次の使い分けがあります。あくまでも原則です。　
　⒜　ｅａｃｈ　ｏｔｈｅｒ　〔２つ，２人の場合〕
　⒝　ｏｎｅ　ａｎｏｔｈｅｒ〔３つ，３人以上の場合〕　　
　古い辞書には「お互いに」と表記され，あたかも副詞であるかのような印象を与えてい
ました。最近の辞書には「お互い」という表記が多くなりました。これらは『代名詞』と
して用いられるのです。「２人はその絵を見た」を英語で表現すると⒞になります。
　⒞Ｔｈｅｙ　ｌｏｏｋｅｄ　ａｔ　ｔｈｅ　ｐｉｃｔｕｒｅ．（look at ～）
　では「２人は互いに顔を見合わせました」はどうなるでしょうか？
よくあるミスは⒟です〔前置詞を落としてしまいます〕。正しくは⒟’になります。
　⒟×Ｔｈｅｙ　ｌｏｏｋｅｄ　ｅａｃｈ　ｏｔｈｅｒ．
　⒟’Ｔｈｅｙ　ｌｏｏｋｅｄ　ａｔ　ｅａｃｈ　ｏｔｈｅｒ．
　これは日本語から考えた場合のミスということになります。　　　　　　　
●難しいことですが，ｅａｃｈ　ｏｔｈｅｒは，ｅａｃｈ・・・ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒに分
解して次のように使う場合もあります。参考までにあげておきます。
　⒟''Ｔｈｅｙ　ｅａｃｈ　ｌｏｏｋｅｄ　ａｔ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ．
